
翌
三
月
二
十
九
日
に
は
馬
ヶ
岳
に
入
城
し
た
。

こ
の
日
の
た
め
に
、
黒
田
孝
高
ら
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
、
関
白
殿

下
の
宿
所
を
準
備
し
、
そ
の
威
厳
を
誇
示
す
る
こ
と
に
腐
心
し
た
。

こ
こ
へ
、
彦
山
座
主
舜
有
が
使
者
を
送
っ
て
、
降
伏
の
許
可
を
乞
う
た

が
、
秀
吉
は
受
け
付
け
な
か
っ
た
。

四
月
朔
日
、
秀
吉
は
田
川
郡
へ
入
り
、
伊
田
原
に
陣
を
据
え
て
、
岩
石

城
攻
め
を
見
物
し
た
。

こ
の
城
に
は
秋
月
種
実
の
家
来
熊
井
越
中
守
久
重
・
芥
田
六
兵
衛
ら
五

〇
〇
人
ば
か
り
が
籠
城
を
続
け
て
い
た
。

秀
吉
は
降
伏
を
赦
さ
ず
、
自
分
が
到
着
す
る
ま
で
包
囲
し
た
ま
ま
一
人

も
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
て
、
殿
下
の
面
前
で
「
な
で
切
り
」
に
し
た
。

蒲
生
氏
郷
・
前
田
利
長
ら
五
〇
〇
〇
余
が
短
時
間
の
う
ち
に
攻
め
上

り
、
上
方
勢
の
強
さ
を
見
せ
つ
け
る
と
い
う
演
出
を
準
備
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
、
秋
月
種
実
父
子
は
出
家
姿
で
先
手
の
森
吉
成
の
陣
へ

走
り
入
り
、
妻
子
を
助
け
て
く
だ
さ
れ
ば
、
首
を
刎
ね
て
も
構
い
ま
せ
ん

と
懇
願
し
た
た
め
、
命
を
赦
し
、
古
処
山
城
を
受
け
取
り
、
後
日
、
日
向

延
岡
に
移
封
し
た
。

第
二
節

黒
田
孝
高
の
入
国

島
津
義
久
の
降
伏
後
、
二
〇
日
過
ぎ
た
五
月
二
十
五
日
、
九
州
の
置
き

目
が
発
表
さ
れ
た
。
大
友
宗
麟
に
与
え
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
日
向
一
国
は
、
宗
麟
が
病
死
し

た
の
で
、
秋
月
氏
を
延
岡
へ
、
高
橋
元
種
を
高

鍋
へ
、
秀
長
に
暗
殺
さ
れ
た
島
津
家
久
の
子
豊

久
を
高
城
へ
、
長
野
三
郎
左
衛
門
尉
を
一
年
後

肥
後
へ
移
し
た
。

城
井
鎮
房
を
伊
予
国
へ
移
す
話
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
鎮
房
が
渋
っ
た

た
め
沙
汰
止
み
と
な
っ
た
と
い
う
。

黒
田
孝
高
に
は
、
七
月
三
日
付
で
、
豊
前
東
部
六
郡
を
与
え
、
毛
利
勝

信
（
森
吉
成
）
に
企
救
・
田
河
二
郡
を
与
え
、
時
枝
鎮
継
ら
に
は
、
検
地

よ
り

き

を
行
っ
て
、
秀
吉
が
約
束
し
た
知
行
高
の
地
所
を
与
え
、
寄
騎
と
し
て
、

軍
事
行
動
を
一
緒
に
さ
せ
た
。

黒
田
孝
高

の

検

地

黒
田
孝
高
は
宇
佐
郡
時
枝
城
（
宇
佐
弥
勒
寺
執
行
時
枝

鎮
継
の
城
）
で
、
入
国
後
初
の
領
内
仕
置
と
し
て
、
三

ケ
条
の
掟
を
出
し
た
。

一
、
主
人
・
親
・
夫
に
背
く
者
、
罪
科
に
行
う
べ
き
事
、

一
、
殺
人
或
い
は
盗
人
・
強
盗
を
な
し
、
又
そ
の
企
て
仕
る
者
あ
ら
ば
、
罪
科
に
行

う
べ
き
事
、

一
、
隠
田
・
畝
ち
が
え
等
仕
る
者
、
同
前
の
事
、

右
の
品
々
こ
れ
有
ら
ば
、
た
と
い
親
類
又
は
同
類
た
り
と
い
う
と
も
、
ひ
そ
か
に

申
し
出
る
べ
し
、
そ
の
儀
、
実
た
ら
ば
、
人
し
ら
ざ
る
様
に
、
一
か
ど
ほ
う
び
こ
れ

を
遣
わ
す
べ
き
事
、

黒田孝高の花押
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天
正
十
五
年
七
月

日

（
黒
田
家
譜
）

第
一
条
は
、
人
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
を
、
第
二
条
は
、
社
会
の
秩
序
維

持
の
た
め
に
、
最
小
限
の
掟
を
定
め
て
い
る
。
第
三
条
は
、
指
出
検
地
に

際
し
、
不
正
を
な
し
た
者
を
罪
科
に
処
す
と
宣
言
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も

簡
素
な
触
状
で
あ
る
。

貝
原
益
軒
は
、
民
の
守
り
や
す
い
よ
う
に
し
て
、
罪
を
犯
し
、
法
に
背

く
者
が
無
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
、
古
人
の
意
に
適
う
や
り
方
で
あ
る
と

感
心
し
て
い
る
。

黒
田
孝
高
は
、
入
国
後
た
だ
ち
に
検
地
を
始
め
た
ら
し
い
。
現
存
す
る

た

け
い

黒
田
時
代
の
検
地
帳
二
冊
の
う
ち
、『
宇
佐
郡
高
家
村
検
地
帳
写
』
に
は

「
天
正
十
五
年
八
月
十
日
御
検
地
」
と
あ
り
、
同
郡
『
元
重
村
検
地
帳

写
』
は
同
年
「
九
月
廿
七
日
」
の
日
付
に
な
っ
て
い
る
。
村
ご
と
に
検
地

帳
を
作
成
す
る
に
は
数
十
日
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
豊
前
六
郡
で

一
斉
に
行
わ
れ
た
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
ど
の
よ
う
に
検

地
を
実
施
し
、
こ
れ
を
村
ご
と
に
一
冊
の
帳
面
に
仕
上
げ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。こ

の
年
八
月
に
は
、
佐
々
成
政
に
与
え
ら
れ
た
肥
後
国
で
、
早
く
も
隈

部
・
阿
蘇
氏
ら
の
国
人
が
検
地
が
原
因
で
一
揆
を
起
こ
し
て
お
り
、
九
月

七
日
、
秀
吉
は
黒
田
孝
高
・
森
吉
成
両
人
へ
、
留
守
を
丈
夫
に
仕
置
き
、

命
令
次
第
肥
後
へ
出
陣
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
お
く
よ
う
指
示
し
て
い
る

ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
か
ら
、
検
地
は
、
こ
と
さ
ら
慎
重
に
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。

次
の
内
尾
文
書
（
豊
前
市
史
、
史
料
編
）
の
記
述
形
式
に
注
目
し
て
み

よ
う
。

つ
ぼ
つ
け

坪
付
の
事

合

中

一
所

二
段

中
村
名
の
内

（
中
略
）う

き

ち

し
き

右
九
段
廿
五
代
は
浮
地
に
依
り
、
永
代
下
作
職
と
し
て
、
御
百
性
仰
せ
付
け
ら
れ
候
、

仍
っ
て
坪
付
件
の
如
し
、

天
正
十
五
年
八
月
廿
八
日

も
ん
ど
の
す
け

内
尾
主
水
佐
兼
元

栗
山
四
郎
右
衛
門
尉
殿

（
裏
書
）
右
の
分
、
筋
目
に
任
せ
、
当
年
よ
り
百
性
地
ニ
相
定
め
候
の
間
、
年
貢
等

な
っ
し
ょ

の
儀
、
油
断
無
き
納
所
尤
も
ニ
候
、
後
日
の
た
め
か
く
の
如
く
候
、
以
上
、

八
月
廿
日

栗

四
右
利
之
花
押

こ
の
家
に
は
、
同
様
形
式
の
文
書
が
他
に
二
通
あ
る
。
こ
れ
は
、
八
月

廿
日
付
で
黒
田
孝
高
の
家
老
栗
山
利
之
が
裏
に
保
障
書
き
し
た
紙
と
、
書

式
を
内
尾
氏
に
渡
し
、
内
尾
兼
元
（
野
仲
鎮
兼
の
被
官
）
は
自
分
の
浮
地

（
村
外
に
分
散
す
る
所
持
地
）
を
書
き
上
げ
て
、
八
日
後
に
提
出
し
て
い

さ
し
だ
し

る
。
黒
田
氏
は
こ
う
し
た
指
出
を
村
単
位
に
整
理
さ
せ
て
、
一
冊
の
検
地

帳
に
仕
上
げ
た
ら
し
い
。

次
に
、
こ
の
検
地
帳
を
分
析
し
て
、
黒
田
氏
の
検
地
が
太
閤
検
地
と
比
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較
し
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
か
考
え
て
み
た
い
。

元
重
村
検
地
帳
の
書
式
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

や
な
き

下
田

三
郎
左

二
郎
左

弐
畝
十
歩

壱
斗
四
升

か
ん
へ
も
ん

市
右
ニ
入

〃

は
た

三
郎
左

九
畝

四
斗
五
升

安
芸

市
右
ニ
入

〃

三
郎
左

八
畝
廿
歩

四
斗
三
升

同
人

市
右
ニ
入

か
わ
ら

は
た

三
郎
左

二
郎
左

半

壱
斗
五
升

木
兵
衛

市
右
ニ
入

こ
こ
で
は
、
一
筆
の
土
地
に
所
在
地
の
字
・
田
畑
の
別
・
段
畝
歩
の
面

積
表
示
・
納
入
先
（
給
主
）・
斗
代
（
石
盛
）・
分
附
人
・
名
請
け
人
・
実

の
所
有
者
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
理
解
に
苦
労
す
る
。
ま
ず
、
三
郎
左
衛

門
は
黒
田
孝
高
の
家
来
で
、
こ
の
村
の
一
部
に
知
行
地
を
所
持
す
る
。
二

郎
左
衛
門
は
分
附
人
で
百
姓
職
を
所
持
す
る
。
勘
右
衛
門
や
安
芸
ら
は
名

む
ね
の
ぶ

請
け
人
で
年
貢
納
入
請
負
者
、
市
右
衛
門
は
安
芸
の
子
息
統
信
の
こ
と

で
、
妙
見
岳
城
督
田
原
紹
忍
の
被
官
で
あ
る
た
め
、
留
守
が
ち
で
あ
っ
た

か
ら
、
隠
居
し
た
安
芸
が
預
か
っ
て
、
の
ち
に
大
友
氏
改
易
で
、
村
に
帰

り
百
姓
と
な
り
、
安
芸
の
跡
を
相
続
す
る
こ
と
に
な
る
ら
し
い
。

こ
の
村
の
検
地
帳
を
整
理
し
、
統
計
す
る
と
別
表
の
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
表
か
ら
次
の
よ
う
な
特
徴
に
気
づ
く
。

元
重
村
で
は
、
元
重
名
の
名
主
で
あ
っ
た
安
芸
・
兵
部
・
光
厳
寺
（
名

主
の
一
族
で
、
住
持
は
還
俗
し

て
田
原
紹
忍
の
被
官
）
の
名
請

け
高
が
突
出
し
て
多
く
、
面
積

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
六
町

四
町

八
段
、
三
町
四
段
余
で
、
光
厳

寺
は
分
附
高
と
合
わ
せ
る
と
五

町
三
段
余
と
な
る
。
ま
た
、
分

附
人
と
な
っ
て
い
る
次
右
は
分

附
高
が
七
町
一
段
余
あ
り
、
名

請
け
高
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

次
右
は
百
姓
で
は
な
く
、
元
重

系
図
に
よ
る
と
、
安
芸
の
弟
鎮

写真５―３ 元重村検地帳写し

宇
佐
郡
元
重
村
の
面
積
別
階
層
構
成

高
家
村
の
構
成

保
有
面
積

屋
敷
持
ち

無
屋
敷

累
計

保
有
面
積

累
計

一
四
町

一
人

六
町

一
人

一

四
町

一

二
町

二

一

一
・
五

六

三

一
・
二

三

一

一
・
〇

四

一
七

二

九
人

〇
・
八

四

二
人

七

〇
・
五

七

五

一
四

〇
・
三

二

一
〇

四
七

三
二

六
二

一
反
以
上

六

三
三

一
一
三

一
反
以
下

四

二
七

一
一
七

七
〇

二
四
五

合
計

四
〇

七
七

一
一
七

二
四
五
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清
の
孫
養
子
鎮
弘
の
こ
と
で
、
彼
も
妙
見
岳
城
に
勤
番
し
、
村
の
内
外
に

百
姓
職
を
所
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
元
重
村
で
は
、
兵

農
分
離
も
一
地
一
作
人
の
原
則
も
不
徹
底
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

高
家
村
検
地
帳
の
書
式
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

野
田

壱
反
三
畝

四
斗
三
升
弐
合

高
家
村

野
は
た

三
畝

九
升
七
合
弐
勺

尾
長
井
村

清
左
衛
門
尉

の
は
た

半

弐
斗
一
升
六
合

ひ
う
村

清
五
郎

三
町
坪

三
町

拾
六
石
弐
斗

阿
岐

次
郎
左
衛
門
尉

ま
わ
た
り
田三

反
半

弐
石
三
斗
八
升
一
合
四
勺

同
人

高
家
村
で
は
、
元
重
村
と
違
っ
て
納
入
先
（
給
主
）・
分
附
人
・
実
所

持
者
の
記
載
は
み
ら
れ
な
い
が
、
村
内
に
他
村
の
作
人
名
が
見
ら
れ
、
名

請
け
人
に
阿
岐
次
郎
左
衛
門
尉
（
面
積
一
四
町
余
）
や
益
永
肥
前
（
六
町

余
）
な
ど
、
武
士
の
名
が
み
ら
れ
、
村
内
の
階
層
格
差
が
一
層
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
益
永
肥
前
は
宇
佐
宮
の
政
所
惣
検
校
と
し

て
、
高
家
郷
内
に
一
五
町
の
所
領
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
宇

佐
郡
外
に
も
所
領
を
も
つ
伝
統
的
領
主
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
阿
岐
次
郎
左

衛
門
尉
は
高
家
郷
司
一
族
と
考
え
ら
れ
、
村
内
で
突
出
し
た
存
在
で
あ
っ

た
。な

お
、
益
永
肥
前
や
高
家
村
の
多
く
が
、
数
日
後
に
蜂
起
し
た
国
人
一

揆
に
与
同
し
て
滅
亡
し
た
（
益
永
文

書
）。
時
枝
氏
や
宮
成
氏
な
ど
何
人

か
は
黒
田
氏
の
家
来
と
な
っ
て
離
村

し
た
が
、
多
く
の
国
人
領
主
は
、
百

姓
身
分
と
し
て
、
年
貢
を
納
入
さ
せ

ら
れ
る
側
と
な
っ
た
不
満
を
爆
発
さ

元
重
系
図

次
右
衛
門
（
鎮
弘
）

（
鎮
清
）

（
鎮
頼
）

女

隠

岐

守

兵

部

菊

上

安

芸

守

兵

部

丞
（
統
政
）

市
右
衛
門
（
統
信
）

写真５―４ 高家村の黒田検地帳写し

元
重
村
の
主
な
農
民
の
持
ち
高

人
名

分

附

作

人

合

計

反
畝

石
斗

反
畝

石
斗

反
畝

石
斗

次
右

七
一
三

四
一
九

七
一
三

四
一
九

安
芸

六
〇
三

三
六
七

六
〇
三

三
六
七

兵
部

四
七
九

三
〇
一

四
七
九

三
〇
一

光
厳
寺

一
八
八

一
〇
五

三
四
四

二
一
九

五
三
二

三
二
四

市
次
郎

九
五

五
六

二
〇
一

一
二
二

二
九
六

一
七
八

左
介

五
七

三
〇

一
八
〇

一
一
八

二
三
八

一
四
八

喜
右

二
一
四

九
三

二
一
四

九
三

高
家
村
の
主
な
名
請
け
人

作

人

名

反

畝

石

斗

阿
岐
次
郎
左
衛
門

一
四
一
三

八
一
九

益
永
肥
前

六
一
一

四
二
五

中
嶋
九
右
衛
門

二
三
二

一
七
六

中
嶋
新
介

一
九
二

一
七
四

金
剛
頂
寺

一
五
一

一
二
六

塚
崎
隼
人

一
九
八

一
四
九
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せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

両
村
と
も
石
盛
は
、
田
一
反
に
つ
き
六
斗
ほ
ど
で
、
従
来
の
散
田
の
年

貢
高
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
豊
後
の
文
禄
検
地
の
上
田
一
反
一
石
三
斗

と
比
べ
て
、
半
分
に
満
た
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
実
年
貢
を
記
し

た
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
人
も
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
黒
田
氏
の
検
地
は
、
い
わ
ゆ
る
太
閤
検
地
と
は
か
な
り

か
け
離
れ
た
内
容
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
も
、
一
揆
を
恐
れ
、
慎

重
に
国
を
治
め
よ
う
と
し
た
表
れ
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
検
地
帳
に
も
と
づ
い
て
黒
田
氏
は
譜
代
や
新
参
の
家
臣
に
知

行
地
を
与
え
た
。

そ
の
一
例
が
次
の
史
料
で
あ
る
。

①

豊
前
国
上
毛
郡
の
内
九
ケ
村
、
都
合
九
百
六
拾
五
石
、
渡
し
置
き
候
、
末
代
ま

で
知
行
せ
し
む
べ
き
の
状
、
件
の
如
し
、

天
正
十
六
十
一
月
五
日

長
政
（
花
押
）

桐
山
孫
兵
衛
殿

（
豊
前
市
史
上
）

②

石
高

村
付

三
八
五
石
五
斗
八
升
七
合

稗
畑
・
段
・
と
と
ろ

二
八
一
、
一
、
九
、
五

狭
間

六
一
、
〇
、
四
、
八

底
足

一
四
二
、
九
、
四
、
二

緒
方

九
〇
、
九
、
五
、
〇

深
津
町
、
広
津
衆
分
内

一
一
、
六
、
六
、
〇

八
並
之
内

九
三
、
六
、
一
、
四

河
原
田

計
一
〇
三
九
、
九
、
九
、
六

内
八
三
石
、
英
保
松
千
世

意
外
に
少
な
い

豊
前
国
石
高

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
の
検
地
目
録
（
大
日
本
租

税
史
）
に
は
豊
前
国
一
四
万
石
、
豊
後
国
四
一
万
八

〇
〇
〇
石
と
あ
っ
て
、
異
常
に
豊
前
の
石
高
が
少
な
い
。
二
年
後
、
細
川

氏
が
入
国
し
た
と
き
渡
さ
れ
た
目
録
で
は
、
豊
前
一
国
は
毛
利
壱
岐
守
分

（
企
救
・
田
河
二
郡
）
六
万
石
、
黒
田
甲
斐
守
分
（
六
郡
）
一
二
万
石
、

竜
王
城
分
一
万
石
、
合
計
一
九
万
石
と
な
っ
て
い
た
。
前
者
と
五
万
石
の

相
違
が
あ
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

細
川
氏
は
入
国
の
翌
年
、
太
閤
検
地
の
方
式
で
検
地
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
約
一
〇
万
石
増
の
二
九
万
石
余
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
黒
田
氏
が
天

さ
し
だ
し

正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
の
指
出
検
地
の
合
計
石
高
を
秀
吉
に
報
告
し
、

そ
の
後
も
検
地
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
黒
田
氏
に

と
っ
て
も
そ
の
分
だ
け
、
軍
役
負
担
が
少
な
く
て
済
む
か
ら
、
領
民
に

と
っ
て
も
都
合
が
よ
い
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
豊
後
の
場
合
、
天
正

十
七
年
（
一
五
八
九
）
に
、
大
友
氏
が
行
っ
た
指
出
検
地
は
二
三
万
五
〇

〇
〇
石
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
大
友
氏
が
改
易
さ
れ
た
後
、
文
禄
二
年
（
一

ふ
み
だ
し

五
九
三
）
の
太
閤
検
地
で
は
、
一
八
万
石
も
の
踏
出
を
得
て
、
四
一
万
八

〇
〇
〇
石
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

豊

前

の

国
人
一
揆

黒
田
孝
高
が
豊
前
に
入
国
し
た
翌
月
、
肥
後
の
国
人
一

揆
が
発
生
し
た
。

九
州
の
新
大
名
ら
は
、
た
だ
ち
に
こ
の
鎮
圧
に
動
員
さ
れ
た
。
黒
田
孝
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高
ら
は
久
留
米
辺
ま
で
出
陣
し
た
と
こ
ろ
、
十
月
初
旬
、
豊
前
で
も
一
揆

が
蜂
起
し
た
と
知
ら
さ
れ
、
中
国
勢
が
豊
前
の
国
人
一
揆
鎮
圧
を
命
ぜ
ら

れ
た
。
秀
吉
は
、
状
況
次
第
で
は
九
州
再
下
向
も
考
え
た
。

が
ん
し
ゃ
く

吉
川
広
家
は
、
十
月
朔
日
九
州
へ
出
陣
し
、
岩
石
城
（
森
吉
成
領
）・

城
井
・
賀
来
・
福
島
等
の
一
揆
を
討
ち
果
た
し
、
広
津
（
吉
富
町
）
で
越

年
し
、
正
月
十
日
、
長
門
一
宮
へ
帰
着
し
た
（
吉
川
文
書
）。

十
月
六
日
付
の
秀
吉
へ
の
知
ら
せ
に
よ
る
と
、
野
仲
鎮
兼
と
城
井
鎮
房

が
申
し
合
わ
せ
、
上
毛
郡
野
仲
古
城
に
籠
城
し
た
の
で
、
そ
の
一
帯
で
も

一
揆
が
蜂
起
し
た
と
の
こ
と
で
、
黒
田
孝
高
・
毛
利
（
森
）
吉
成
は
久
留

米
の
陣
か
ら
急
ぎ
帰
国
し
た
。

秀
吉
は
た
だ
ち
に
毛
利
輝
元
・
小
早
川
隆
景
ら
に
、
そ
の
古
城
を
討
ち

果
た
し
、
一
揆

等
を
な
で
切
り

に
す
る
よ
う
指

示
し
、
率
爾
の

動
き
を
し
て
、

関
白
の
面
目
を

潰
す
こ
と
の
な

い
よ
う
戒
め

た
。十

月
二
十
五

日
の
注
進
で

は
、
吉
川
広
家
が
毛
利
吉
成
と
共
に
、
岩
石
城
を
「
乗
り
崩
し
」、
悉
く

討
ち
果
た
し
た
と
記
さ
れ
て
あ
り
、
関
白
様
も
御
機
嫌
で
あ
る
と
述
べ
た

あ
と
、
今
度
の
一
揆
の
言
語
道
断
の
所
業
は
「
黒

官
兵
仕
や
う
悪
ニ

み
だ
る

よ
っ
て
、
か
く
の
如
く
猥
の
由
、
風
聞
候
」、
吉
成
に
つ
い
て
は
、
そ
の

た
し
な

取
り
沙
汰
は
な
い
か
ら
「
い
よ
い
よ
嗜
み
専
用
」
で
あ
る
と
、
羽
柴
秀
長

（
秀
吉
の
弟
）
が
毛
利
吉
成
を
戒
め
て
い
る
（
吉
川
文
書
）。

佐
々
成
政
が
「
仕
よ
う
悪
」
が
原
因
で
肥
後
の
一
揆
が
起
こ
っ
た
と
責

任
を
問
わ
れ
、
切
腹
さ
せ
ら
れ
て
か
ら
一
か
月
後
に
は
、
黒
田
孝
高
の
責

任
を
も
追
及
す
る
声
が
上
が
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

十
二
月
十
二
日
付
の
黒
田
長
政
か
ら
の
注
進
に
「
野
中
家
来
が
楯
籠
も

る
犬
丸
城
（
中
津
市
）
を
責
め
崩
し
、
数
百
人
を
討
ち
果
た
し
、
さ
っ
そ

く
首
を
進
上
し
候
」
と
あ
り
、
同
月
二
十
八
日
付
の
黒
田
孝
高
・
毛
利
吉

成
か
ら
の
注
進
で
、
下
毛
郡
の
加
来
城
・
福
島
城
を
責
め
崩
し
、
頭
分
の

首
を
上
洛
さ
せ
た
。

秀
吉
は
「
城
井
の
事
、
中
国
衆
、
申
し
様
こ
れ
有
る
の
由
に
候
、
よ
く

よ
く
相
き
わ
め
、
重
ね
て
言
上
致
す
べ
く
候
」
と
、
毛
利
氏
が
和
睦
交
渉

の
許
可
を
秀
吉
に
求
め
て
い
る
様
子
を
伝
え
て
る
。

城
井
城
の
陥
落
が
近
い
と
注
進
し
て
か
ら
二
〇
日
ば
か
り
も
経
過
し

て
、
な
お
抵
抗
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

秀
吉
が
和
睦
交
渉
を
許
し
た
の
で
、
天
正
十
六
年
正
月
、
よ
う
や
く
豊

前
に
平
和
が
訪
れ
た
。

写真５―５ 城井の奥城の城門
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城
井
鎮
房

の

滅

亡

こ
の
前
後
、
黒
田
孝
高
は
馬
ヶ
岳
城
か
ら
中
津
川
河
口

に
新
築
し
た
中
津
城
へ
移
っ
て
い
た
。
こ
の
城
は
、
黒

田
孝
高
が
入
国
す
る
二
か
月
前
、
秀
吉
が
馬
ヶ
岳
城
と
妙
見
岳
城
の
間
に

一
城
を
造
る
よ
う
、
孝
高
に
命
じ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
（
大
友
興
廃

記
）。天

正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
二
月
、
黒
田
孝
高
が
、
肥
後
一
揆
鎮
圧
の

た
め
再
出
陣
し
た
留
守
中
に
、
城
井
鎮
房
は
、
黒
田
長
政
に
よ
っ
て
中
津

城
で
謀
殺
さ
れ
た
。
孝
高
に
随
行
し
て
い
た
子
息
朝
房
も
、
肥
後
で
殺
害

さ
れ
、
城
井
谷
に
隠
居
し
て
い
た
長
房
他
一
族
も
誅
滅
さ
れ
た
。

こ
れ
も
、
一
揆
勃
発
の
時
以
来
、
今
後
の
「
見
懲
ら
し
め
の
た
め
」
に

一
人
も
逃
さ
ず
責
め
殺
せ
と
命
じ
て
き
た
秀
吉
が
、
一
時
的
方
便
と
し
て

和
睦
を
許
し
、
あ
と
で
黒
田

氏
に
言
い
含
め
て
、
城
井
鎮

房
を
誅
伐
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。野

仲
鎮
房
も
長
岩
城
を
没

落
し
て
、
豊
後
の
大
友
義
統

を
頼
ろ
う
と
し
た
が
途
中
誅

伐
さ
れ
た
と
い
う
。

写真５―６ 城井朝房・鎮房・長房三代の墓
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